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１．はじめに
国土交通省においては、平成17年４月

に施行された「公共工事の品質確保の促進

に関する法律」や一般競争入札の拡大を踏

まえ、工事の品質を確保するため、落札者

の決定方法に総合評価方式を採用し、価格

と品質が総合的に優れた調達に積極的に取

り組んでいます。平成19年度上半期には

９割以上の工事において総合評価方式が適

用されており、その大部分を簡易型が占め

ています。

ここでは、総合評価方式において求めら

れる技術者像の参考として、18年度に実

施した簡易型における技術者評価に関する

評価項目や評価結果を紹介します。

２．簡易型における評価項目
簡易型は、技術的工夫の余地が小さい工

事を対象に、発注者が示す仕様に基づき、

適切で確実な施工を行う能力を求める場合

に適用するものと定義されています。した

がって、評価項目として、簡易な施工計画、

企業の施工能力、配置予定技術者の能力、

地理的条件等が採用されています。

各地方整備局ごとの評価項目の配点割合

を図－１に示します。いずれの整備局も簡

易な施工計画の配点割合が大きく、配置予

定技術者の能力については全体の１～４割

程度と幅があります。配置予定技術者の能

力について、具体的な評価項目の採用状況

を図－２に示します。技術者の施工経験や
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図－１　簡易型における評価項目の配点割合（18年度上半期）
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優良工事技術者表彰実績の有無が多くの工

事において採用されています。ただし、前

年度に比べ、施工経験の採用率は減ってい

ます。一方、工事成績評定点や継続教育

（CPD）の取組状況、ヒアリングの採用率

が大きく増加する傾向にあります。

３．各評価項目の得点分布
図－２に示した各評価項目における得点

分布を図－３に示します。保有資格や施工

経験、ヒアリングについては８割程度の者

が満点（黒い部分）を得ており評価結果に

有意な差が生じにくいことがわかります。

一方、工事成績評定点は競争参加者間で得

点がばらついており評価結果に差が生じや

すい傾向が見られます。また、表彰実績の

有無、継続教育（CPD）の取り組み状況

は、保有資格や施工経験等とは逆に０点

（白い部分）の者が大部分を占めているた

め、点数を得られた者は非常に優位になる

ことが可能と考えられます。

４．おわりに
上述したように簡易型においては「簡易

な施工計画」の配点割合が大きくなってい

ます。したがって、落札するためには、配

置予定技術者の能力に関する評価項目に加

え、簡易な施工計画で高得点することが求

められます。施工計画の作成にあたっては、

どの現場にも適用できるような一般的な事

項や共通仕様書等からの引用ではなく、現

場条件を的確に把握し、当該工事において

は特にどのような点に配慮して施工を行う

必要があるか、という視点が重要と考えら

れます。また、落札、契約に至った場合に

は、その施工計画に基づいた施工が求めら

れます。そのためにも施工計画の作成前に、

実際に現場に足を運び、施工方法をイメー

ジしておくが大切です。

図－２　簡易型における各評価項目の採用率（18年度上半期）
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否応なく西欧型社会に変貌しつつある日本
現在の日本では、学校教育を受けた後、

会社に入って社員になるというのが、ごく

一般的なキャリアパスであるが、こうした

社員としての職種が固まったのは第２次世

界大戦後の復興期や高度成長期で、ここ半

世紀ほどのことに過ぎない。士農工商と身

分の分かれていた江戸時代には、社員に相

当する職種はほとんど存在しなかった。武

士は本来の役割である戦闘の必要がなくな

ったため、大方は現在の公務員に相当する

仕事を果たしていた。普請奉行という現代

の土木技術官僚に相当する職務もその一つ

である。社員に近いのは商家に丁稚として

住み込み、商品の製作や商いの手伝いをす

る職種である。大方は大変な重労働で、熟

練職人や商人になった後、のれん分けの形

で独り立ちできた職人や商人はほんの一部

でしかないと言われている。

戦後、復興期や高度成長期を迎えると、

企業は商品の生産や販売に従事する大量の

社員を必要とした。地方から多数の若者が

上京し、中卒や高卒が金の卵と言われた時

代もある。こうした中で、サラリーマンと

いう職種が大量に発生した。植木等のスー

ダラ節に代表されるように、サラリーマン

は、決まった時間に出社し、言われた仕事

をこなせば決まった時間に退社することが

できる。その上、田舎では得られにくい高

給が得られた。このため、サラリーマンは

図－３　簡易型における各評価項目の得点分布（18年度上半期）
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